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要 旨
本研究では，シンボルの受信者側のシンボルに対する命名度，および，シンボルに対する命名の確信度の比
較を行った．また，シンボルの名称とシンボルイメージの一致度，および，名称とシンボルイメージの一致へ
の確信度の比較を行った．
対象は 名の成人で，測定項目は，形容詞，動詞，名詞に相当するシンボルであった．
結果，シンボルに対する命名度とシンボルに対する命名の確信度間に，名詞 ，動詞 ，形容詞 と
極めて強い相関が認められた（ ）．また，名称とシンボルイメージの一致度と一致への確信度を比較
した場合，すべての語で一致確信度は一致度を下回り，名詞 語，動詞 語，形容詞 語に有意差がみられた．
キーワード 命名，シンボル，形容詞，動詞，名詞
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【はじめに】
コミュニケーションに重度な障害をもつ人々のた
めの研究領域に
（拡大・代替コミュニケーション．以下，
）がある． について安藤 ）は，これまで
のコミュニケーションの概念とコミュニケーション
の発達援助法において主流であった治療を目的とし
た医学モデル重視の考え方を，生活モデル重視のそ
れへと転換する最新の思想であり科学であると述べ
ている． の技法のひとつにシンボルを用いた
コミュニケーションがある．石原 ）は，シンボルと
は単なる物ではなく，表示という機能を担う実体で
あり，この表示機能こそシンボルの本質的特徴であ
るとまとめている．そのため，年齢，性別，地域性
を問わず共通理解をもつことが比較的容易である．
しかし，人間の感覚は多様性をもつためシンボル
の表示機能を多義的にとらえてしまう可能性もあ
る．藤澤 ）は，日本版 （
）シンボルを用いて，健常幼児によ
る品詞別理解年齢調査を行なっているが，成人，特
にシンボルの受信者側の理解や命名について検討し
た研究は少ない．
そこで本研究では，シンボルの受信者側のシンボ
ルに対する命名度（以下，命名度），および，シン
ボルに対する命名にどの程度確信をもてるかという
確信度（以下，命名確信度）の比較を行った．さら
に，シンボルとその名称を提示して，名称とシンボ
ルイメージの一致度（以下，一致度），および，名
称とシンボルイメージの一致への確信度（以下，一
致確信度）の比較を行った．
【方法】
．対象
県にある専門学校生 ・ ・ ・ 年生 名に
依頼した（男 名，女 名）．年齢は 歳（平
均 歳）であった．対象者には，本研究の内容
を説明し，同意を得た後に研究を実施した．
．手続き
評定用のシンボルとして使用許可が得られた
（株）アクセスインターナショナル．以下， ）
を使用した．
シンボルの大きさを縦 横 に統一して，
評定用紙の左側に配置し，その隣に命名の記入欄を
設けた．シンボルのみを見せ，そのシンボルに名前
をつけてもらい，そのつけた名前が シンボル
名と一致しているかどうか，正答率を算出し，その
結果を 命名度 とした．さらに右側に
とどの程度感じますか という言語提示をした 段
階の評定記入欄を設けた．そして，自分がつけたシ
ンボル名がどの程度，そのシンボルを表しているの
かについて 法を用いて判断してもらい，その結
果を 命名確信度 とした（図 ）．実施は集団形
式で一斉に行われた．
命名及び評定に用いた各品詞のシンボルの例を図
に示した． のシンボル 語（形容詞，動詞，
名詞各々 語）を対象とした．語の選定に関しては，
形容詞では，感情表現語，状態を示す語，美的表現
語について，できるだけ語数が均等になるよう配慮
した．動詞では，身体表現のある語，物品を使用し
た語，身体表現と物品のある語について，できるだ
け語数が均等になるよう配慮した．名詞では，食べ
物，動物，乗り物，おもちゃの語数が，できるだけ
均等になるよう配慮した．
次に， シンボルとシンボル名を対提示し，
どの程度 （シンボル名） と感じるかにつ
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図 命名及び評定に用いた各品詞のシンボルの例
いて， 法を用いて調査し，その結果を 一致度
とした 最後に，上記と同様のシンボルを見せられ
たら，どの程度 （シンボル名） と認識で
きるかについて想像した結果を 法にて調査し，
その結果を 一致確信度 とした． 法は 非常
に感じない 非常に感じる の 段階評定で行った．
統計的手法としては，命名度，命名確信度間の相
関分析にはピアソンの相関係数を用いた．一致度と
一致確信度については，平均値及び標準偏差を算出
し，対応のある 検定を行なった．いずれも危険率
％未満を有意水準とした
【結果及び考察】
シンボルに対する命名度と命名確信度の関連
（表 ， ）
命名度の平均は， 品詞全体では で
あった．品詞別では，名詞 ，動詞
，形容詞 であった．命名確信
度の平均は， 品詞全体では， ，名詞は
，動詞は ，形容詞は
であった．
命名度と命名確信度間においてピアソンの相関係
数の検定の結果， 品詞全体では相関係数 の有
意な相関を認めた．各品詞では，名詞 ，動詞 ，
形容詞 と極めて強い相関を認めた．
品詞別に命名度の成績を比較すると，名詞の成績
が動詞や形容詞と比べて高い結果となった．これは，
今回用いたシンボルが動きを伴わない静止画であっ
たため，物の名前などの静的イメージは十分に喚起
させることができたが，その一方で，動詞や形容詞
など，動きや変化を伴った動作や状態を静止画で表
現することには刺激としての物理的な制約があり，
名詞と比べて十分なイメージを喚起させるには至ら
なかったためと考えられる．
命名度と命名確信度との関係については，調査に
用いた刺激が，被験者にとってシンボル命名の難易
度の低い品詞と高い品詞にはっきりと分かれていた
ため，主観的な命名確信度の判断を比較的容易に行
うことができ，その結果として命名度との強い関連
が示されたと考えられる．
． シンボルから受ける全体的イメージ
）名詞
語中 語に有意差が認められ，全ての語で，一
致確信度が一致度を下回った．
有意差，有意傾向が認められた 語の一致度の平
均は で，一致確信度の平均は であった．一
致確信度の平均が やや感じる（評定 ） に近い
状態であったにもかかわらず，一致度を下回ったこ
とは，シンボルに与えられた名称が妥当であると思
いながらも確信が持ちにくい状態があったと思われ
た．
）動詞
語中 語に有意差が認められ，全ての語で，一
致確信度が一致度を下回った．
有意差，有意傾向が認められた 語の一致度の平
均は で，一致確信度の平均は であった．一
致確信度の平均が どちらともいえない（評定 ）
に近い状態であった．
）形容詞
語中 語に有意差が認められ，また， 語につ
いて有意傾向が認められ，全ての語で，一致確信度
が一致度を下回った．
有意差，有意傾向が認められた 語の一致度の平
均は で，一致確信度の平均は であった．一
致確信度の平均が どちらともいえない（評定 ）
に近い状態であった．
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表 各品詞の命名度，命名確信度，及び，一致度と一致確信度
名 詞 命名度
命名確信度 一致度 一致確信度
値
山
氷
ミシン
水槽
エスカレータ
湖
煙
自動販売機
雷
ガソリンスタンド
宇宙
ストーブ
ブーツ
お金
レジスター
名 詞 命名度
命名確信度 一致度 一致確信度
値
持って行く
つむ
はかる
入れる
建てる
追いかける
歌う
いらない
つなぐ
選ぶ
運ぶ
くずす
開ける
行く
取って
名 詞 命名度
命名確信度 一致度 一致確信度
値
小さい
楽しい
忙しい
同じ
はやい
重い
いやだ
きれい
離れた
あつい
多い
怖い
間違い
寂しい
べたべた
， ，
）命名度，および，一致度と一致確信度間で有意
差のみられた語について
命名度が ％未満の語のうち，一致度と一致確信
度間で有意差のみられた語の重複を調べた．その結
果，名詞では 煙（ ％），ストーブ（ ％），
お金（ ％），動詞では 建てる（ ％），追
いかける（ ％），いらない（ ％），運ぶ
（ ％），くずす（ ％），行く（ ％），
形容詞では 楽しい（ ％），忙しい（ ％），
同じ（ ％），あつい（ ％），寂しい（ ％），
べたべた（ ％） であった．命名度 ％未満の語
のうち，一致度と一致確信度間で有意差のみられた
語の重複率は，名詞 ％，動詞 ％，形容詞 ％で
あった．この結果より，動詞，形容詞では一致度よ
り一致確信度の低い場合，命名度が低くなる可能性
が考えられた．
一致度より一致確信度が低い理由として，名詞で
は，長方形や立方体を使用したシンボルにおいて，
被験者が他の類似した形態を持つシンボルと誤認識
しやすかったこと，動詞，形容詞では，シンボルか
ら動作や状態を読み取るよりも，むしろ描かれた人
や物の形に注意が向いてしまったことから，正解と
なる語とシンボル比べたときに，シンボルが認識し
にくいと感じたことが考えられる．
今後は，シンボルに対する命名度がどのような条
件で変化するのかについて考察を深めていきたい．
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表 全体及び品詞ごとのピアソンの相関係数
相関係数 値 値
全 体
名 詞
動 詞
形容詞

